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ニュース 

京都保健会の皆様、お疲れ様です。 

 気候変動による、猛暑、酷暑で、2024年の平均気温は過去最高を更新して、産業革命前比較で+1.6度と

なってしまい、気候変動の影響が不可逆的に進行する閾値の1.5度を超えつつある状況で本当に待ったなし  

の状況です。地球温暖化で冬が暖かくなったら過ごしやすいかと思ったら、冬の大寒波、大雪も気候変動の影 

響であるという報告がありました。 

 2025年2月には、各国が2035年までの次期NDC（自国が決定する貢献）として排出削減目標を提出し、20

25年11月には、COP30が開催されます。 

      京都保健会では、エコアクション21推進チームによる提言をまとめ、それらの気候危機対策を確実にするた

め、2023年度から京都保健会SDGｓ推進チームを立ち上げました。この委員会だけでは、SDGs全般を取り扱

うことが困難であり、気候変動対策に焦点をあてている現状に合わせて、「気候変動対策委員会」に名称変更

を行いました。引き続き、年に3-4回ニュースを発行して、気候危機に関するトピックスや、希望をもって取り組め

る気候危機対策、法人事業所の温室効果ガスの推移、各事業所の取り組みを紹介していきますので、よろしく

お願いします。今回は、①各事業所の取り組み紹介  ②国連環境計画排出ギャップ報告書 2024です。 
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＜各事業所の取組紹介＞  
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前回は、手に入りにくい「たか

きび」を使ったハンバーグなど 

とても美味しかったですが、手

に入りにくいため、今回は、ス

ーパーなどで手に入りやすい

食材で作ってもらいました 

ヴィーガンピザ、ガトーショコラ 

想像以上の美味しさ 



＜気候危機の現状、対策に関するトピックス＞ 
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  国際連合広報センターHPより 

 

＜第2回京都保健会 気候危機アクション・アンケート  ご回答のお願い＞  

  京都保健会の職員の皆様の気候危機に対する意識、行動に関するアンケート調査にご協力ください。 

当委員会の取り組みの有効性も確認していきたいと思っております。 

                                回答締め切り 2025年 2月14日 

                                                               

現在が危機的な状況ではあるが、まだ今からでも、急激に対

策をしっかりと開始すれば、間に合うことを国連の機関が断言し

ていることが心強いです。 

 

◼ 現行の政策のみを実施した場合、最大3.1℃の温暖化が予

想される。 

◼ 現在実施されている行動を土台として、公約を迅速に実行に

移さなければならない。そうしなければ、1.5℃というパリ協定

の目標は数年以内に達成できなくなり、2℃という目標も危う

くなる。 

◼ 1.5℃の道筋をたどることは技術的に可能であり、太陽光、

風力、森林は、排出量を一挙にかつ迅速に削減する現実的

な可能性を秘めている。 

◼ 1.5℃のための最小コスト経路に乗るためには、2030年ま

でに排出量を2019年比で42％削減しなければならない。 


